
令和 ? 年度 経過報告
第44回定期総会 を昨年 8 月に開催 して

か ら 1 年が経過 し、本 日ここに第45回定

期総会 を迎 える ことにな りました。本総

会 は、これか らの 1 年 間の運動方針 を討

議 ・決定 し目的達 成に向かって全組合 員

が団結 し、行動す るための意志統一 をす

るため開催す る ものであ ります。

2025年10月の高市内閣の発足後、台湾

有事 をめ ぐる発言が 、中国 との関係 を更

に険悪 に し、今年 に入 って 2 月にアメリ

力とイスラエルによるイラ ン攻撃 に端 を

発 した軍事 衝突、 とりわけホルムズ海峡

の事実上の封鎖 によ り、原油価格 の高止

ま り、海上輸送の遅延が続 き、建設資材

の供給 体 制 は深刻 な影響 を受 けて い ま

す。 住宅 建材 • 設備 な どの価格 は高騰

し、 一 部 で は調 達 そ の ものが 困難 とな

り、納期の見通 しす ら立 たない状 況が生

じてい ます。 また、物価 高騰 の波 は依然

として続いてお り、賃金の上昇が追 いっ

いていないのが現 です。その ような状

況下ではあ りますが、「第三次 • 担 い手

3 法」の建設労働者 の処 遇改善や働 き方

改革 に関す る根幹規定が2025年 12月に全

面施行 され ま した。支部 において は組織

拡大行動の一環 として、宣伝 カー、ホー

ムセ ンターでの拡大宣伝物配布行動、組

合員宅訪問、事務所訪問 な ど、組合員、

役員、職員が一 丸 となって奮闘 し、春の

拡大 月間中は本部割 当33名 に対 して、24

名の加入者があ りま した。 しか し、 1 年

を通 して脱退者 、除籍者が99名 と加入者

の65名 を上回 り、昨年 5 月末の組織 数 を

35名下回る1,400名で 7 年度 を終えました。

地元国会議員 に対 し、適格請求書等 保

存方式 ( インボ イス制度) の見直 し及び

負担軽減措 置の延長 を求め る要求書 、建

設国保の予 算確保 と育成強化 を求める要

請行動 を行い ました。

また、厚生労働省や財務省に対 して国

保組 合の予 算獲得 に向けたハガキ要請行

動の実施、全建総連、県連、及び本部か

らのアンケー ト等にも協力 してきました:

アスベス ト問題 については、組 合員本

人及び家族の立場 に立 って本部 とともに

取 :) 組 んで きま した。

この 1 年間の運動、行動 を支 えていた

だいた組合員、 ご家族の皆 さん、そ して

先頭 にたって ご奮闘 された役員のみな さ

んに心か ら敬意 を表 し運動の経過 と総括

を報告いた します。

組 織 部
1 . 部会 を 5 回開催 し、組織部の コ ミュ

ニケーシ ョンを深め、組織拡大 に取

り組 み ま した。

1 . 本年 も組織 の拡大 に向けて、現場訪

問やホームセ ンター 5 店舗 を交互 に

宣伝物 の配布 を毎月行 い ま した。

1 , 拡大推進委員会 を10月 1 日と2 月24

日の年 2 回開催 し、拡大運動 に向 け



た行動 を具体的 に討議 しま した。

1 . 支部 • 分会組織活動者会議 を 4 月5

日に開催 し、分会組織 の充実、強化

に向けた取 り組 み を しま した。

1 . 10 月2 日、 4 月15日に拡大宣伝 カー

で支部管轄区域 を巡回 し、計52のエ

事現場で120人 と対面 しました。

1 . 住技対部 と合同部会 を行い、 1 月25

• 日青年技 能講習対象者宅へ家庭訪問

を しました。

1 . 税金 申告相談会場 にて、組 合につい

てのアンケー ト調査 を実施 しました。

1 . 秋お よび春の拡大 月間 において、支

部 ・分会役員が 2 人一組で、事業所

訪問 と組合員宅戸 別訪問 を実施 しま

した。

今年度、 3 名以上拡大 し組織拡大

に貢献 された方 々は次の 5 名です。

又、支部及 び分会役員 として長年そ

の責務 につ とめ支部発 展のためにご

尽力いただいた方に感謝状 を贈呈 し

て感謝の意 を表 してお りますが、今

年度該 当者 はあ りませ んで した。

令和 7 年度拡大功労者
( R 7 . 6 ～R 8 . 5 加入分 )

(敬称略 )

氏 名 分 会

棚 窪 松 男 " 化南

川 本 秀 昭 立花 北

吉 岡 秀 之 大 庄

戸 田 敦 中 央

柳 川 伸 也 伊丹 南

役員表彰者
氏 名 分 会

該 当者 な し

教 宣 部
1 . 部会 を 1 回開催 しま した。

1 . 支部機 関紙 は新年号 • 健診号外 を含

めて年 8 回発行 しました。

1 . 機 関紙 には組合員 ・ご家族の登場 ・

原稿 を掲載 し親 しみの湧 く機関紙づ

くりに努 め ま した。

1 . 拡大 月間には拡大行動の写真 を中心

に紙面 を構成 し、組 合員 さんに拡大

行動 の協力 を依頼 しました。

1 . 本部主催 の教宣学習会 はあ りませ ん

で した。

1 . 支部教宣実務学習会 を12月21日に開

催 し、 9 名の参加があ りました。

1 . ホームペ ージの更新 を毎 月行い ま し

た。

1 . 一般組 合員及 び御 家族の寄稿 には、

謝礼 を しま した。

税 対 部
1 . 1 月23 日、税金決 算記 帳講習会 を開

催 し、14名の出席があ りました。

1 . 2 月 9 日中小企業 セ ンター、 2 月28

日伊丹 ホールにおいて税金 申告相談

を 2 回行 い、合 わせて67名の参加が

あ りま した。

1 . 部会 を 1 回開催 しま した。
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賃 対 部
1 . 賃 対 部 会 を 4 回 開 催 し ま した 。

1 . 2 月 1 日の 県 連 賃 金 討 論 集 会 に支 部

よ り 1 名 が 参 加 し ま した 。

1 . 3 - 25統 一 行 動 は 12名 参 加 して 小 田

分 会 方 面 を 中心 に 4 月 19日ポ ケ ッ ト

テ ィ ッ シ ュ 及 び 拡 大 宣 伝 物 (2,400

部 ) の配 布 活 動 を実 施 しま した 。

1 . 家 計 簿 調 査 と賃 金 ア ンケ ー トを本 部

の 要 請 で 実 施 し、 賃 金 実 態 を把 握

し、生 活 の 向上 に 努 め ま した 。

住技対部
1 . 部 会 を 1 回 開 催 しま した 。

1 . 3 月24 日の 支 部 本 部 合 同 住 技 部 会 に

参 加 しま した 。

1 . 技 能 講 習 会 の参 加 者 は あ りませ んで

した。

1 . 組 織 部 • 住 技 対 部 合 同部 会 を行 い 、

1 月25日、 家庭 訪 問 を実 施 し、 技 能

講 習 の 案 内 を し ま した。

社保対部
1 . 建 設 国 保 の保 険 料 が 少 しで も負 担 が

少 な くな る よ うに組 合 で も全 建 総 連

中央 決起 大 会 参 加 及 び請 願 書 • ハ ガ

キ要 請行 動 な どを通 じて 努 力 して き

ま した。

1 . 新 加 入者 説 明 会 を原 則 毎 月 2 日に実

施 し、組 合 活 動 や 建 設 国 保 に対 す る

認 識 及 び 、保 険 料 等 の 納 付 につ い て

の 説 明 を行 い 滞納 の な い よ うに努 め

て き ま した 。 又 未 加 入 者 の紹 介 の よ

び か け もあ わ せ て 、 新 加 入 者 ア ン

ー 卜に協 力 して い た だ き ま した 。

1 . マ イナ ンバ ー カー ドと健 康保 険 証 の

一 体 化 に対 す る手 続 き関連 、 そ の 他

に つ い て 、 支 部 役 員 の 研 修 会 を 行

い 、 ま た 各 分 会 11会 場 で 順 次 説 明

会 を 開 催 しま した。

1 , 補 助 金 現 行 補 助 水 準 確 保 • 拡 充 の た

め の財 務 省 ・厚 生 労 働 省 に向 けて の

要 請 ハ ガ キ行 動 に取 り組 み ま した 。

1 . 4 月19日に健 康教室 を開催 しま した。

1. 建 設業 退 職 金 共 済 制 度 加 入 者 数 は 、

令 和 7 年 5 月 現 在 で230件 で す 。 新

加 入者 集会 に て 、 加 入 をす す め て き

ま した 。

青 対 部
1 . 青 年 部 の 活 動 を支 援 す る た め 、毎 月

開 催 され る青 年 部 幹 事 会 に出席 し指

導 して き ま した。

1 . 青 年 部 の 機 関紙 の作 成 に協 力 して き

ま した 。

1 , 青 対 部 会 を 1 回 開 催 しま した。

1 . 4 月 に行 わ れ た青 年 部 の レク リエ ー

シ ョンに も参加 し、協力 して きました。

財政について
1 . 令和 7 年 度 収 支 決 算 書 ( 別紙 の 通 り)

1 . 令 和 7 年 度 決算 に お い て、 剰 余 金 が

出 た の で 別 紙 の とお り処 分 します 。


